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特徴 

各種センサを搭載し、隊員間で情報共有が可能な

 

概要 

陸上自衛隊が任務行動する際

め、印刷物である地図と磁気コンパス等が用いられている。

本システムでは、ＧＰＳ等を活用することで、即座に相互の位置や、進出経路、発見

された目標の位置を携帯型端末に表示される

ため、昼夜を問わず、より確実で正確な部隊行動に寄与できるものと期待されている。

本研究では、平成２３年１２

境での運用実証実験（所内試験）を行っている。

当日は、これらの所内試験の実施状況等について
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携帯型端末に表示される電子地図上で確認することができる。その

ため、昼夜を問わず、より確実で正確な部隊行動に寄与できるものと期待されている。

１２月以降、陸上自衛隊と協力して、部隊運用を模擬した環
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